
「授業年間計画表」（シラバス） 令和５年度版

教科 科 目 単位数 履修学年
教科・

科目 商業 情報処理 ３ 単 ２ 年 ｺｰｽ

目 標 ・ビジネスの諸活動における情報の意義や役割を理解し、情報をビジネスに積極的に活用する態度を身につける。

・コンピュータの基本的な仕組みやソフトウェアなどに関する基礎的な知識を習得し、目的に応じた機器の利用が

できる。

・表計算ソフトウェアやワープロソフトウェア、プレゼンテーションソフトウェア、情報通信ネットワークなどを

活用したビジネス情報の処理ができる。

使用教材 教科書：実教出版 『情報処理 Prologue of Computer』
副教材：実教出版 新検定対応 学習と検定 全商情報処理検定テキスト 3級

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価の 情報の収集・処理・分析・表現に関 ビジネスの諸活動において情報を主体的 情報の収集・処理・分析・表現につい

観点・ する基礎的・基本的な技術・知識を に活用することを目指して思考を深め、 て関心を持ち、ビジネスの諸活動にお

評価規準 身につけ、ビジネスの諸活動におけ 基礎的・基本的な知識と技術を基に、ビ いて情報を活用することを目指して主

る情報の活用を合理的に計画し、そ ジネスの諸活動に携わる者として適切に 体的に取り組もうとするとともに、情

の技術を適切に活用している。 判断し、表現する創造的な能力を身につ 報を活用する実践的な態度を身につ

けている。 けている。

評価方法 成績は、定期考査、授業および実習に対する取り組みの状況、課題の提出などから総合的に評価します。

学期 学習内容 学習のねらい 学習活動

第３章 情報の集計と分析 ●情報の重要性を理解し，情報を分析し ○学習プリント

て，傾向を把握する能力を身に付ける

１節 ビジネスと統計 ●表計算ソフトの基本操作や関数につい ○課題実習

て学習する。

２節 関数を利用した表の作成 ●ビジネスにおける表計算ソフトの活用

１ 例、基本的操作や特徴を理解する。 ※コンピュータを使った実践的学習。

『Ｅｘｃｅｌ』使用

●表計算ソフトに用意された関数(計算

式）について学習し、それを活用する

能力を身につける。

SUM、AVERAGE、MAX、MIN、IF、
COUNT、COUNTA、ROUND、
ROUNDDOWN、ROUNDUP、RANK
LEN、LEFT、RIGHT、MID、VALUE、 ○期末テスト
TODAY、NOW関数
関数のネスト

３節 グラフの作成 ● 表計算ソフトのグラフ作成機能を利 ○学習プリント

用し、データを加工した表からいろい

ろなグラフを作成する方法を理解す ○課題実習

る。

●表の内容をグラフにより視覚的に表現

２ することで、意思決定や分析を素早く ○中間テスト

行う力を身につける。

縦棒、積み上げ棒、100％積み上げ、
横棒、折れ線、円、切り離し円、帯、 ○期末テスト

レーダーチャート

２節･３節 ～ 応用的内容 ●表計算ソフトの関数・グラフ作成機能 ○学習プリント

を活用して、ビジネスに関する情報を

有効に処理・分析・判断する方法を理 ○課題実習

解する。

３ ○学年末テスト

○学習の定着を確認するために、全

商情報処理検定３級受験を推奨する。

学習上の 定期考査のみならず、日々の授業および実習に対する取り組みの状況が評価の対象です。実習課題、学習プリント

留意点 を整理し、きちんと提出することが大切です。
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教科・ 

科目 

教科 科目 単位数 履修学年 

商業 情報処理 ３単位 ３年 選択 

目標 

 

ビジネスに関する情報を収集・処理・分析し、表現する知識と技術習得をして、情報の意義や役割について理解するとともに、ビジネ

スの諸活動において情報を主体的に活用する能力と態度を身につける。 

使用教材 教科書：実教出版 『情報処理』 

副教材：実教出版 新検定対応 学習と検定 全商情報処理検定テキスト ２級 

評価の 

観点・ 

評価基準 

関心・意欲・態度 施行・判断・表現 技能 知識・理解 

 

情報活動について関心を持ち、

情報の活用法について積極的

に取り組み実践的な技術・態度

を身につける。 

 

操作技術を習得し、課題に対し創

意工夫して問題を処理、活用する

実践的な力を身につける。 

 

情報機器の活用に関する諸問

題、課題に対して適切に処理・

解決を目指して自ら思考を深

める。また処理技術を身につ

け、その成果を確実に表現して

いる。 

 

情報活用に関する基礎的・基本

的な知識を身につけ、ビジネス

活動における情報の役割を理解

している。 

評価方法 定期考査。授業への取り組み状況、実習課題、実習の成果など総合的に評価します。 

学期 学習内容 学習のねらい 学習活動 

１ 

 

・表計算ソフトウエアの活用。 

 

 

 

 

 

 

 

・全商情報処理検定試験の資格取得への取

り組み。 

 

・２年次「情報処理」より上級の基礎操作や関

数について学習する。 

 

ＶＬＯＯＫＵＰ、ＨＬＯＯＫＵＰ、ＩＮＤＥＸ 

ＭＡＴＣＨ、ＡＶＥＲＡＧＥＩＦＳ 

ＣＯＵＮＴＩＦＳ、ＬＡＲＧＥ、ＳＭＡＬＬ 

ＳＵＭＩＦＳ、ＩＮＴ、ＭＯＤ、ＴＥＸＴ 

ＦＩＮＤ、ＳＥＡＲＣＨ、ＡＮＤ、ＮＯＴ、 

ＯＲ、ＤＡＴＥ、ＹＥＡＲ、ＭＯＮＮＴＨ、 

ＤＡＹ、ＷＥＥＫＤＡＹ、ＴＩＭＥ、ＨＯＵＲ 

ＭＩＮＵＴＥ、ＳＥＣＯＮＤ 

 

・学習プリント 

 

 

※コンピュータを使った実践的学習。 

 「Ｅｘｃｅｌ」使用。 

 

・中間テスト 

 

・期末テスト 

 

 

２ 

 

・応用操作の活用。 

 

 

・複合グラフの作成。 

 

 

 

・全商情報処理検定試験の資格取得への取

り組み。 

 

・複合参照、マルチシート、フィルタ処理 

 グループ集計、クロス計算 

 

・異なる種類のグラフを組み合わせ変化の 

 推移と量の比較、単位の異なるデータを 

 グラフで表す。 

 

・学習プリント 

 

・課題実習 

 

 

・中間テスト 

 

 

・期末テスト 

 

 

※検定試験対策（実技・筆記） 

３ 

 

・データベースソフトウエアの活用。 

 

・データベースソフトウエアの 

 基礎知識と実習。 

 

・データベースソフトウエアの 

活用・ビジネス情報の分析と活用。 

 

・学習プリント 

 

・課題実習 

 

・学年末テスト 

 

 

※検定試験対策（実技・筆記） 

学習上の

留意点 

定期考査のみならず、日々の授業および実習に対する取り組みの状況が評価の対象です。実習課題、学習プリントを整理し、 

きちんと提出することが大切です。 

 


